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起業家たちの熱戦
斬新なアイデアが火花散らす

スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ2023

ISICO は11月1日、県地場産業振興センターで「スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ2023」を開催
した。将来有望な起業家を発掘するコンテストは今年で17回目。当日は全国から寄せられた102件の応募の中から
厳選されたファイナリスト7人が事業計画を熱く語った。審査員はアイ・オー・データ機器の細野昭雄会長兼社長をは
じめ県内外の創業経営者らが務めた。今回の巻頭特集では事前の書類審査で決定した地域活性化賞を含め、各賞
受賞者の提案内容を紹介する。

　500万円のスタートアップ補助金が交付される
最優秀起業家賞に輝いた今井さんは、尿失禁や尿
漏れの悩みを解決する「拡張ボディ」（外付け人工
膀胱）について発表した。
　この製品は男性器に直接装着して使用し、尿が
溜まれば、先端をつまむだけで普通に用を足すよう
に排泄できる。生体を模した逆流防止弁がついて
おり、尿漏れパッドやおむつのように尿で服や肌が
汚れないほか、臭いもせず、外出先で使用済み製
品の廃棄に困ることもない。今井さんは「皮膚よりも
柔らかく、伸びやすい素材で作られているので、装
着感もほとんど感じない」と話す。基本特許は既に
取得済みで、現在は国際特許を出願中だ。
　販路開拓は、術後ケアや高齢者向けの市場から

アプローチし、仕事やレジャーの最中にトイレに行け
ない人などもターゲットにする。
　小松市在住の排泄ケアの専門家と連携し、尿
漏れの状態やライフスタイルなどを確認した上で、
最適な製品を提案する相談サービスも提供する。
　製品は、金沢大学附属病院などでの臨床実験を
経て今月からテスト販売を開始、4月には相談サービ
スの開始を予定している。売り上げは、5年後に80
億円を目指している。
　今井さんは父を介護した際、排泄トラブルに悩む
様子を見て起業。「尿失禁に悩んでいる人が、今ま
で通りの生活ができるよう支援をしたい」と意気込
んでいる。

最優秀起業家賞
尿失禁に新たな解決策、第二の　　「拡張ボディ」を開発
今井 茂雄／イントロン・スペース（株）

膀
ぼ う こ う

胱

巻 頭 特 集
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START UP
BUSSINESS  PL AN  CONTES T

　整形外科医の米澤さんは現在、骨
粗しょう症性椎

ついたい

体骨折や腰
ようぶせきちゅうかん

部脊柱管
狭
きょうさく

窄症の患者を治療するための脊椎
固定用インプラントと手術機器を開発
している。現在、使われているインプラ
ントや手術機器はほとんどが欧米製
で、日本人の高齢者に合わないため、術後にインプラントが緩む
などの不具合が発生し、再手術を余儀なくされたり、合併症を引
き起こすことが多いという。米澤さんは臨床活動を中断し、市内
の病院と連携しながら開発を進めており、2025年の実用化を
目指す。将来的には国内だけでなく国外市場への販路開拓も
視野に入れている。

優秀起業家賞
日本人の高齢者に合わせた
脊
せ き つ い

椎インプラントと手術機器を
米澤 則隆／（株）スパインクロニクルジャパン

地域活性化賞

ファイナリストと発表テーマ
浅岡 正

まさのり
教／ FAP CREATE  LAB

eスポーツ×プログラミング教育—「ぷよびっ
と」をつかったプログラミングとeスポーツ学
習モデルについて

須賀 喬
た か し

巳／（株）SAGOJO
「ミッション」を通じて地域の”仲間”になれる
新しい旅体験「TENJIKU」とNFTでつ
くる新しい旅人住民モデル

岩澤 秀樹／（株）Tengun- label
世界初！市民参画による3D都市モデル創
出による「メタバース民主化先進都市」石
川の実現

森川 善基／ verbal and dialogue（株）
AI工事写真アプリ「Cheez」（写真撮影
だけで完了。画像識別AIで自動で写真台
帳を作成）

　三浦さんは自身が代表を務める会
社が提供するサービス「はぴこ」を活用
した地域活性化モデルの創出につい
てプレゼンした。はぴこは、特定のコミ
ュニティや会員層に対して、情報を提
供したり、マーケティング活動ができた
りするウェブ上のプラットフォームだ。地方創生に取り組む企業
や自治体に、はぴこを使ってもらうことで、防災情報の発信など
地域住民向けサービスの充実を後押しする。はぴこ利用者は、
日用品を最大80％引きで購入できるECサイトなども活用可能
で、これらの収益の一部は自治体に還元し、子育て支援などに
役立ててもらう計画だ。

優秀起業家賞
自治体と地域住民にメリットのある
ウェブ上のプラットフォーム
三浦 雅弘／（株）COクリエイト

　東京出身の伊藤さんは、2023年
5月に母の故郷である珠洲市に移住
し、コワーキングスペース・交流拠点を
運営している。大手企業で人材開発
に携わった経験などを生かし、現在は
地域人材のテレワークスキルの育成
に取り組みながら、オンラインでバックオフィス業務を支援する
サービスを首都圏の企業に提供している。これらの事業をさら
に拡大するほか、ゆくゆくは首都圏の企業と連携し、奥能登の
資源を生かした事業開発を手がけるほか、首都圏の人材を活用
し、奥能登の企業の活性化などにつなげていこうと意欲を燃や
している。

地域や事業、キャリアの課題解決へ
奥能登と首都圏の人材、企業の架け橋に
伊藤 紗恵／（同）CとH



店内の一角に並ぶNIKUOオリジナ
ルスパイス。家庭で調理した肉もワ
ンランク上の味わいに。

県産豚肉の豊かな味わいとレンコンのシ
ャキシャキとした食感が楽しめる「小坂
レンコンしゅうまい」（1箱630円）。

2021年10月に金沢市神宮寺2丁目に移転オープンした「NIKUO（ニクオ）中谷精肉店」
は、洗練された店構えとこだわり抜いた商品ラインアップで客層や商圏の拡大に成功
し、売り上げを伸ばしている。ブランド再構築や販売方法の工夫に加え、ISICOの支
援メニューを経営に生かしてきたことが成長要因の一つになっている。

人気急上昇の和牛専門店
事業計画を見直し、競争力アップ

希少部位で差別化
オリジナルスパイスも開発

　「NIKUO 中谷精肉店」はおしゃれなカフェや雑貨
店を思わせる店構えだ。黒を基調にした店内は、広
い吹き抜けが開放的。大きなショーケースには、ロー
スやヒレに加え、力こぶ、かわら、シンシン、サンカクな
ど、耳慣れない希少な部位も並ぶ。
　「A4・A5ランクの和牛を一頭買いして店内で切り
分けている。多い時には30種類以上の部位がそろ
う」と胸を張るのは中谷明博社長だ。
　店の一角には、スパイスコーナーが設けられてい
る。ドライマンゴーとクミン、ブラックソルトをメインに
20種類の香辛料をブレンドした「サンディーのスパイ
スソルト」など、どれも同店のオリジナルスパイスばか
りだ。
　これらの商品開発は、移転オープンに向けて店の
コンセプトを検討する際、ISICOアドバイザーから「コ
ロナ禍によって巣ごもり需要が高まっている。自宅で
の食事をランクアップさせるスパイスを販売してはど

うか」と助言を受けたことがきっかけとなった。中谷社
長自身も以前からスパイスに興味があり、知人のイン
ド人にも協力を得て商品化した。
　スパイスの購入者からは「素材の味を引き立てて
くれる」「めりはりのある味わいに仕上がる」といった
声が聞かれるなど好評で、売上増にもつながってい
る。地元の商社から声がかかり、輸出に向けた準備
も進行中だ。
　新店舗の建築費の一部には、ISICOが認定支援
機関を務めた経済産業省の事業再構築補助金を
活用した。

成形機で生産性向上
カタログギフトを開始

　同店は1950年に金沢市森山2丁目で創業し、
「いいもの、美味しいものを適正価格で」をモットー
に和牛専門店として歩んできた。
　3代目となる中谷社長に経営のバトンが渡された
のは2016年のことだ。中谷社長は「品質には自信

フロム・ユーザーズ
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NIKUO中谷精肉店
の店内。左に見える
のは熟成中のブロッ
ク肉、右のショーケー
スにはさまざまな部
位の肉が並ぶ。

を持っていたが、客層は近所の高齢者が中心で先
細り感を感じていた」と話し、新規客の開拓を目指し
て店のリブランディングに乗り出した。店のロゴを変
え、パッケージも一新。商品は焼き肉用を中心とし、
徹底的に部位を細分化してスーパーとの差別化を
図った。
　こうした取り組みが奏功し、次第に客足が増えた
頃、さらなる成長を求めて中谷社長が相談に訪れた
のがISICOだった。
　ISICOのアドバイスを受けた中谷社長はまず、手
作りしていた人気商品であるハンバーグやメンチカツ
の生産能力をアップさせるため、成形機を導入した。
　さらに、カタログギフトをスタートさせ、好きなタイミン
グで希望の商品を選べ、受け取り日も選択できるよ
うに対応したことで、企業の福利厚生、ゴルフコンペ
の景品などとして好評を得ている。

食プランナーの協力得て
冷凍食品を商品化

　精肉だけでなく、店内の冷凍・冷蔵ショーケースに
はたくさんの総菜などが陳列されている。こうした商
品開発にもISICOの支援メニューを活用した。
　例えば、人気商品の一つである「小坂レンコンしゅ
うまい」はチャレンジ支援ファンド事業に採択され、
商品化した冷凍総菜だ。輪切りのレンコンを上にの
せたほか、中にも角切りのレンコンが入っていて、シャ
キシャキとした食感と県産豚肉のジューシーな肉汁
が楽しめる。今では同社の総菜の中でもトップクラス
の売れ行きを誇っている。
　中谷社長の妻・恭子さんが代表を務め、2020年
10月に金沢市小橋町で開業した手作り冷凍食品
の専門店「nikuo CIRCUS（ニクオサーカス）」では、
ISICOの専門家派遣制度を利用し、食プランナーの
アドバイスを受けながら作り上げた商品を販売する。
コンセプトは「Frozen food for Kids（子どもに毎日
食べさせたい冷食）」で、厳選した肉や加賀野菜など
をふんだんに使い、化学調味料無添加の体に優し
い商品を50品以上開発した。
　弁当にぴったりのミニサイズのハンバーグなどをそ
ろえた「お弁当シリーズ」も食プランナーが考案し、ラ
インアップに加えたものだ。忙しい朝の時間帯に手
早く調理できるとあって、子育て世帯などから人気を
集め、リピート購入率も高い。

将来は野々市にも
サテライトショップを

　中谷社長は「ISICOの支援がなければ、正直ここ
までくることはできなかった」と話す。
　もちろん、中谷社長のチャレンジがこれで終わる
わけではない。「金沢でさらに認知度を高めると同時
に、地理的に集客が難しい野々市市にサテライトシ
ョップを出店したい」と意欲を見せ、創業から70年を
超える和牛専門店の新境地を引き続き開拓していく
考えだ。

代 表 者
設 立
資 本 金
従業員数
事業内容

中谷 明博
1950年12月
600万円
24名
精肉販売

（有）中谷肉店
金沢市神宮寺2-16-25
TEL . 076-255-2915

熟成中の大きなブロック肉をかつぐ
中谷社長。店名は自身のニックネー
ムに由来する。

ホームページ
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福井市に本社を置き、リサイクルトナーの製造な
どを手がけるエネックスは、2016年に旧菅谷小
学校の校舎や体育館をリノベーションし、加賀工
場として活用している。昨年4月には、ISICOの支
援を受けて新棟を増設し、新たな事業の柱と期
待するエタノール製剤の製造に乗り出した。

日本海側初の生産拠点
ホワイト物流に寄与

　エネックスは、未活用だった敷地内の旧運
動場部分に建築面積約1,235平方メートルの

「危険物製造所」を増設し、エタノール製剤「エ
ネコール」を製造する。
　エネコールは食品工場や飲食店などで調理
器具や製造ライン、調理者の手袋・長靴などの
除菌、加工食品の殺菌剤・防腐剤として使用
される。新棟竣工後、7月から製造・販売を開始
し、今春の本格稼働を予定している。
　「日本海側にはエタノール製剤を製造できる
工場がなく、北陸の食品事業者は神戸、仙台、
静岡あたりから輸送している。また、消防法によ
って保管できる量が規制され、ユーザーは大量
に手元に置いておくことはできない。“地産地
消”はホワイト物流（※）を推進する上でも一助に
なると考えている」。そう話すのは梅田智史副
社長だ。
　既に石川県内の菓子メーカーや弁当メーカ
ー、総菜メーカー、醤油メーカーなどから受注を
獲得し、滑り出しは上々だ。能登半島地震を受
けては、被災者やボランティアの皆さんの感染
症対策にも役立ててもらおうと、県を通じて約
17,000本を寄付した。
　ちなみに旧菅谷小は梅田礼二社長と長男で
ある梅田副社長の母校だ。「生まれ育った地域
に貢献したい」（梅田社長）との思いで、2015

容量8,000リットル
と7,000リットルの
液体混合槽が並ぶ
新工場の内観。

エタノール製剤「エネコール」シ
リーズ。65%、75%、88%の3タ
イプの濃度から用途に合わせ
て選べる。

エネックス（株）
加賀市山中温泉
菅谷町ニ32番地1（加賀工場）
T E L . 0761-78-5300

9,800万円

梅田 礼二 229名
1972年2月 プリンティングサプライ事業、

機能材料事業、環境機材事業

代表者

創　業 事業内容

資本金

従業員数

ホームページ
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年の廃校と同時に土地と建物を買い取り、
2016年から加賀工場として活用している。

コロナ禍で売上減
新事業で反転攻勢へ

　同社はプリンターの使用済みカートリッジに、
トナーやインクを補充したリサイクル製品のトッ
プメーカーで、化粧品や医薬部外品にも使わ
れる機能材料、濁水処理プラントの開発なども
手がける。
　業績は順調に伸びていたが、2020年以降
のコロナ禍で急ブレーキがかかった。職場でリ
モート勤務やウェブ会議が増えるとプリンター
関連の注文は激減。外出の機会が減り、マス
クを着用する場面が増えたことで、化粧品関連
の売り上げも減少した。
　こうした状況を打開するため、新たに乗り出し
たのがエタノール製剤事業だ。同社では生産
装置の洗浄用にエタノール製剤を仕入れてお
り、コロナ禍では入手できずに困っていた取引
先や従業員などに配っていた。コロナ禍が収束
すれば特需は終わるが、北陸にエタノール製剤
の製造拠点がなく、物流の2024年問題を懸
念する取引先から「作ってほしい」「生産を委託
したい」といった声を受け、参入を決めた。
　また、化粧品等の材料でも危険物に分類さ
れる動物性油脂やアルコールを使用することか
ら、危険物製造所の許可を受けた工場を新設
すれば、既存の取引先から新たな仕事を受注
できるとの狙いもあった。

アドバイス受け
計画書がより緻密に

 　新分野への進出を前に、経済産業省の事
業再構築補助金に申請しようと、同社が相談
に訪れたのがISICOだった。
　申請にあたってはISICOが認定支援機関と
して事業計画書の作成などをサポートした。
　梅田副社長は次のように振り返る。
　「当初の事業計画書は事業範囲が幅広く、
内容も薄っぺらいものだった。しかし、提出でき
る計画書はページ数が限られているので、手を
広げすぎず、最も重要なことに絞り込むべきと
ISICOから指導を受け、新規事業となる食品添
加物分野に絞った内容に書き直した。その結
果、事業計画がさらに緻密になったほか、事業
を推進する上での弱点も見えてきて、対策を施
すことができた。事業計画書が現実的で魅力のあ
る内容に仕上がったおかげで採択につながった」。

ゆくゆくは全国展開
2030年に売上10億円拡大へ

　エタノール製剤は製品自体の差別化は難し
いため、同社では納期や価格での優位性を生
かし、まずは北陸3県をはじめ、岐阜、滋賀、新潟
でシェアを上げ、その上で、ユーザーの声をもと
に付加価値の高い製品の開発を目指す。
　また、医薬部外品として認可されたエタノール
製剤の製造に向けても準備を進めている。認
可されれば、公立の病院や官公庁などへの入
札も対応可能になる。梅田副社長は「プリンタ
ー関連事業では全国1,400の販売代理店が
あり、この流通網を通じて全国に展開したい」と
意欲を見せる。
　エタノール製剤の提案
を通じて、食洗機用洗剤
の開発を受注するなど、思
いがけない新たなニーズ
に出会えることもあり、こう
した新事業で2030年に
10億円の売上拡大を目
標に掲げている。

母校の旧校舎や運動場を有効活用し、事業を展開する梅田社長
（右）と長男の智史副社長。

加賀工場の全景パース。
左上の建物群が新たに
整備した「危険物製造
所」だ。

（※）物流業界において、健全で安心して働ける労働環境の実現を目指す取
り組みのこと。
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機密性、完全性、可用性の
確保が重要

　現在、サイバー攻撃が右肩上がりで増え続けて
います。JPCERTコーディネーションセンター（※１）

に報告されたインシデント件数を見ると、2018年は
16,398件でしたが、23年9月末時点では55,000
件を突破しています。
　こうしたサイバー攻撃の標的は会社経営に影響
する重要な情報です。具体的には財務や製造、設
計のノウハウ、特許などの知的財産、取引先などの
営業情報、社員の個人情報などが該当します。
　これらの情報を守るためにセキュリティ対策が必
要で、その考え方はいわゆるCIAに基づきます。CIA

とは、Confidentiality（機密性）、Integrity（完全
性）、Availability（可用性）を確保することです。つ
まり、許可された人（機密性）が正しいデータ（完全
性）に対して、いつでも利用できる環境(可用性)を
維持するために情報セキュリティ対策を施すことが
大切です。
　中小企業の場合、このセキュリティが維持できな
いケースは大きく3つに分けられます。１つ目は社外
からの攻撃で、これはサイバー攻撃が該当します。２
つ目は社員のふるまいで、うっかりミスや個人的な妥
協、意図的な犯行なども含まれます。３つ目が自然
災害や物理的破損です。ここでは、１つ目と２つ目の
事例について解説します。

企業の規模に関わらず
被害も損害も甚大

　情報処理推進機構(IPA)が発表した「情報セキュ
リティ10大脅威 2023（組織）」によると、トップ3は1
位がランサムウェアによる被害、２位がサプライチェー
ンの弱点を悪用した攻撃、３位が標的型攻撃による
機密情報の窃取でした。
　ランサムウェアとは、パソコンやサーバー上のデー
タを暗号化して使えないようにし、データの復旧と引
き換えに身代金を要求するマルウェア（※2）です。
　ランサムウェアには事前対策が重要です。オンライ
ンだけでなくオフラインでも定期的にバックアップを取
り、OS、プログラム、セキュリティソフトの定義ファイル
を最新状態に保つようにしてください。サイバー保険
への加入、被害発生時の連絡網の整備と演習、身

ISICOは12月8日、サイバーセキュリティ対策セミナーをオンライン開催し、県内企業
の経営者やIT担当者ら約30人が参加しました。当日は情報処理安全確保支援士で宮
永セキュアコンサル代表の宮永博文氏が、サイバーセキュリティのポイントについて解
説しました。セミナーの内容をダイジェストで紹介します。

組織体制と社員のリテラシーで
セキュリティを実現

中小企業のための
サイバーセキュリティ対策セミナー

宮永セキュアコンサル代表
宮永 博文氏

（情報処理安全確保支援士/
IPAセキュリティプレゼンター/ITコーディネータ）
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代金支払いの意思決定ポリシーなども事前に検討し
ておくべきでしょう。なお、個人的に身代金を払うべき
ではないと考えますが、そこは経営者の判断です。
　サプライチェーン攻撃は、ターゲットが大手企業で
正面突破が難しいため、セキュリティ対策が手薄な
取引先を経由する攻撃です。有名なのが２２年３月に
起きた大手自動車メーカーの事例です。
　実際に攻撃を受けたのは、内外装部品を担当する
協力会社でしたが、部品の受発注システムが使えな
くなったため、攻撃が発覚した翌日に海外を含めグル
ープ全工場の操業を停止しました。翌々日には再稼
働しましたが、1日だけで13,000台の生産に影響が
出ました。
　標的型攻撃ではEmotet（エモテット）ウイルスが猛
威を振るいました。Emotetはメールの添付ファイルや
本文に表示されたURLから感染し、気づかないうちに
Emotetウイルス自身をメールで送信してしまいます。
Emotetが厄介なのは、過去にやりとりした実在のメ
ールからアドレス・標題・本文を引用して、正規のメー
ルを装うことです。
　一旦感染すると、アドレス帳にある宛先へ同様の
メールを勝手に送りつけます。Emotetへの対策は、
メールに少しでも違和感があれば添付ファイルやリン
クを開かないことです。業務上どうしても開く必要があ
る場合は、送信元にメールを送ったか電話で確認し
てからにしてください。

社員のふるまいや
Wi-Fiにも注意が必要

　社員のふるまいによるセキュリティ事故も見逃せま
せん。よくあるのがうっかりミスで、一番多い事例がパ
ソコンの盗難・紛失です。
　簡単なパスワードの設定と使い回しにも気を付けま
しょう。生年月日や「111111」「abcdef」などは簡単
に推測できます。業務画面をそのままにして離席すれ
ば、権限のない人が重要情報を目にすることになりま
す。
　こうしたうっかりミスをゼロにすることは不可能です
が、対策がないわけではありません。例えば、5S活動
やチェックリストの活用、時間に余裕を持った業務の
遂行などが効果的です。端末持ち出しの厳重管理、
パスワードの文字量・複雑さの徹底、離席時の自動ス
クリーンセーバーなども有効でしょう。
　気に入ったソフトやクラウドサービスを業務用パソ

コンで許可なく利用することや、業務と無関係なウェ
ブページやSNSへのアクセス、安全が確認されてい
ないUSBメモリの利用などは、マルウェアなどの攻撃
を受けるリスクを高めます。
　また、フリーWi-Fiの利用にも注意が必要です。フリ
ーWi-Fiは通信を暗号化していないケースが多く、同
じWi-Fiに接続している第三者が通信内容をのぞき
見ることはそれほど難しくありません。駅構内やコー
ヒーチェーン店等のフリーWi-Fiは暗号化されていな
い場合があるので注意が必要です。

攻撃されやすいルーター
対策は一歩ずつ

　ネットワーク機器のセキュリティ対策も考えなけれ
ばなりません。社内のネットワークはルーターを通じて
インターネットとつながっています。逆に言えば、ルー
ターはインターネットから丸見えで、攻撃者にとっては
格好のターゲットです。
　23年夏には、宇宙関連組織がルーターを攻撃さ
れ、社内ネットワークに侵入されました。ルーターのメー
カーは6月に修正プログラムを提供していましたが、同
組織はこれを適用していなかった可能性があります。
　ネットワーク機器のセキュリティ対策では、「IDとパ
スワードを初期設定から変える」「管理ソフトは最新に
アップデート」が基本です。保守をベンダーに依頼して
いたとしても、作業履歴の確認は必須と言えます。
　セキュリティ対策はまずできることから始めましょう。
お勧めは、IPAが公開している「新5分でできる！情報
セキュリティ自社診断」の活用や「中小企業の情報
セキュリティガイドライン」の情報セキュリティ5カ条の
チェックです。
　次のステップとして、セキュリティ維持体制の組織
化、情報セキュリティ基本方針の作成と周知、「新5
分でできる！情報セキュリティ自社診断」の結果を受け
ての改善策の検討と実施を進めるとよいでしょう。

※1 JPCERTコーディネーションセンター
インターネットによる侵入や不正アクセスの被害に対応するため、政府機関や企業から独立
した中立的な組織として設立された情報提供機関。

※2 マルウェア
悪意を意味するMalicious（マリシャス）とSoftware（ソフトウェア）を組み合わせた造語で、
デバイスに不利益をもたらす悪意あるプログラムを総称する言葉。
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能美市旭台1-1　TEL.0761-51-1070

北陸先端科学技術大学院大学
未来創造イノベーション推進本部

デジタル人材の育成も支援

　北陸先端科学技術大学院大学（以下JAIST）
は日本で初めて独自のキャンパスと教育研究組織
を持つ国立大学院大学として創設され、先端科学
技術の幅広い分野で世界トップレベルの研究成果
を挙げている。
　創設間もない頃から、産学連携にも熱心に取り
組んできた。「研究内容を活用していかに社会に貢
献するか。これは大学が本気で取り組むべき課題
だ」との認識を示すのは寺野稔学長だ。その言葉
通り、未来創造イノベーション推進本部を学長直
轄の組織として位置付け、学長自身が本部長を兼

務する。
　同本部の中でも、企業の心強い味方となってく
れるのが社会連携機構の3つのセンターだ。その1
つ、「産学官連携推進センター」は共同研究や受
託研究に取り組むほか、技術相談にも応じる。また、

「デジタル化支援センター」は企業や行政機関の
デジタル化、あるいはデジタル化に対応した製品
開発を支援する。企業の社員らが独自で問題を解
決できるようデジタル人材の育成にも注力するの
が特徴だ。「地域イノベーション推進センター」では
後述するように、大学の研究シーズと企業のニーズ
をマッチングするプラットフォーム事業「Matching 
HUB（マッチングハブ）」などを推進している。

北陸先端科学技術大学院大学で産業界との連携の窓口となっているのが、未来
創造イノベーション推進本部だ。共同研究はもちろん、企業との接点を増やすた
め、年間500社以上の訪問活動に取り組むほか、マッチングイベントを開催するな
どしてシーズとニーズを結び付け、新製品や新事業の創出を後押ししている。

年間500社以上の訪問活動を起点に
シーズとニーズをマッチング

写真上）産学連携を通じた
社会貢献に強い意欲を示
す寺野学長。
写真右）未来創造イノベー
ション推進本部のURAとス
タッフの皆さん。

ISICOと連携して県内
企業の皆さんをサポート
する支援機関や研究機
関などをご紹介します。
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JAIST-NETへの
ご登録はこちら

マッチングイベントに1,636名

　産学連携の起点となっているのが、未来創造イ
ノベーション推進本部のURA（※）が企業や行政
機関、大学に出向いてニーズやシーズの情報を収
集する訪問活動だ。その数は年間500社以上に上
り、訪問先は北陸を中心に全国に広がっている。
　訪問先では企業の課題に応じて、教員の研究テ
ーマを紹介するほか、共同研究や受託研究をコー
ディネートする。最短距離で課題を解決するため、
他大学の研究室や民間企業との連携を橋渡しす
るケースもある。
　大学と企業、あるいは企業と企業の連携に向
け、マッチングを促進しようと2014年度にスタート
させたのがMatching HUBだ。23年度は11月に
ANAクラウンプラザホテル金沢で開催され、225ブ
ースが出展し、2日間で延べ1,636名が参加した。
北陸3県のほか、地域間連携の促進を目的に熊
本、小樽、札幌、徳島、長岡、長野へも展開し、開催
回数は計19回を数える。本部長補佐を務める中田
泰子准教授は「単なる展示会ではなく、事前の訪
問活動で出展者のシーズやニーズを把握したURA
が、イベント当日に出展者同士をマッチングするの
が大きな特徴」と説明する。

産学連携の成果次々と

　製品開発や事業化にあたっては、JAISTや
ISICOなど、北陸を中心とした産学官金で構成する
支援組織「北陸RDX」と連携しながらサポートする。
　ここでは成果事例を2つ紹介しよう。1つは瓦の
リサイクルなどを手がける（株）エコシステム（能美
市）が開発した車載式の生コンクリート製造プラント

「モバコン」だ。専門の技術者がいなくても、ボタン
操作だけで製造できるようになっており、品質の決
め手となる材料の計量に必要なIoTやAIの導入な
どをJAISTの教員が支援した。
　2つ目は加賀友禅工房の奥田染色（株）（金沢
市）がISICOの補助事業も活用して開発したオー
ダーメードの「花紋」制作サービスだ。花紋は草花
を図案化した伝統的な文様で、風呂敷やバッグな
どにあしらう。同社のサービスでは、AIが顧客の要
望を分析することで、従来数日かかっていたデザイ
ン素案の提案を数分に短縮した。文様のデータベ
ース化や顧客の要望を分析するシステム開発に
JAISTの教員が協力した。

バイオ研究の新拠点を開設

　昨年3月には経済産業省の助成を受け、産学連
携を推進する新たな拠点を開設した。それが「超越
バイオメディカルDX研究拠点」だ。
　同拠点はJAISTのバイオメディカル分野の研究
とDXを組み合わせ、病気の診断や治療、再生医
療などにおいてイノベーションを創出することを目指
して整備された。利用は会員制となっており、地域
の技術者や研究者が交流し、知識や技術を共有
するための「シェアードオープンイノベーションルー
ム」、先端的な試験研究設備をそろえた「オープン
ラボ」などを使えるほか、専門的な知見を持った教
員から適切なアドバイスを受けられる。
　こうしたJAISTの取り組みをはじめ、研究成果や
最先端技術に関する情報などをウェブ上で発信し
ているのが「JAIST-NET」だ。サイト内で会員登録す
ると月に2、3回、メールマガジンでこれらの情報が送
られてくる。森進太郎主任URAは「JAISTには科
学技術だけでなく、経営やサービスの研究に取り組
む教員もいる。メルマガがきっかけとなって共同研
究につながるケースもあるので、まずは気軽にアク
セスし、登録してほしい」と呼び掛ける。

225ブースが出展した「Matching HUB Hokuriku2023」の会場。

新設した「超越バイオメディカルDX研究拠点」のオープンラボ。 URAが訪問活動で得た情報を共有しながらマッチン
グ先を検討する。

（※）「University Research Administrator」の略称。大学や研究
機関の研究活動を支援する専門人材
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県内企業の技術力をPR

「石川県ビジネス商談会」開催
　石川県とISICOは11月15日、県
外大手発注企業を招き、県内の中
小企業とマッチングする「石川県ビジ
ネス商談会」を地場産業振興センタ
ーで開催しました。
　当日は発注企業12社、県内企業

63社が参加し、県内企業が自社の
技術力をアピールするなど、活発な
商談が展開されました。翌日には発
注企業が県内企業を視察し、製造
現場を確認しながらより具体的に情
報交換しました。

公式 Facebook をご覧ください。

TOPICS

編集後記

お問い合わせ

〒920-8203 石川県金沢市鞍月2丁目20番地
石川県地場産業振興センター新館

　この度の能登半島地震により被害を受けられた皆さまに、心よりお見舞いを申し上げます。一日も早
く皆さまが安心して過ごせるよう、ISICOは活動してまいりますので本年もどうぞよろしくお願いいたし
ます。
　今回の巻頭特集では毎年恒例となっている「スタートアップビジネスプランコンテスト」を特集しまし
た。医療分野2件が最優秀起業家賞と優秀起業家賞をそれぞれ受賞し、利用者のお困りごとを解決で
きるようなサービス・ものづくりが求められているのだなと実感しました。
　私もあらためて業務に携われることに日々感謝し、少しでも皆さまに笑顔になっていただけるような
情報発信に努めたいと思います。（F）

ライブラリで整備している研修用DVDの
紹介をしております。ぜひ一度、チェック
してみてください！

https://www.facebook.com/isico.dgnet

［発行月］ 2024年1月（年6回発行） ［編集協力］㈲ ライターハウス／金沢市問屋町1-90［印刷所］ ㈱ 橋本確文堂／金沢市増泉4-10-10

環境にやさしい植物
油インキを使用して
います。

本文には見やすいユ
ニバーサルデザイン
フォントを使用してい
ます。

TEL. 076-267-1001
FAX. 076-268-4911
MAIL. info@isico.or.jp https://www.isico.or.jp

第4期Session石川
プログラム発表会開催

　石川県とISICOでは、県内中小企業の商品企画力の向
上を図るため、新商品開発講座「Session石川」を開催し
ています。12月21日には石川四高記念文化交流館で、
プログラム発表会を開きました。
　自社の強みを生かした新商品やブランドコンセプトなどを
各社が発表し、講師を務めた（有）セメントプロデュースデザ
インの金谷勉代表取締役からフィードバックを受けました。
　参加企業から
は、「今後の方向
性が見えた」「商
品開発の考え方
を学べた」などの
感想がありまし
た。

自社の“新しい”をつくる

「ポップアップショップ」開催

　ISICOは12月、女性起業家を支援する「いしかわ起業小
町」の事業の一環として、金沢市安江町のNigiwaiSpace
新保屋で「ポップアップショップ」を開催しました。実際に一
定期間店舗を運営することで経営のイメージをより明確にし
てもらうことを目的としています。
　今回は、薬草テント体験をはじめ、和菓子やタロット占いな
どさまざまな参加者が出店しました。
　４日間の開催期間
に延べ80人が訪れ、
来場者からは「おいし
かったのでまた食べ
たい」「来年も開催し
てほしい」などと言っ
た声が聞かれ、盛況
に終わりました。

起業イメージを明確化
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